
探査フェーズ開始時、下記の条件に当てはまる場合、メイン調
査団は次の行動をとる必要があります。

今回の探査のメインツールが
探査計画宣言フェーズ時に決定していない場合

〇

本フェーズ開始時に決める必要があります。
下図の４種類のツールから 1 つ選んでください。

探査計画に「グッド・プラネッツを公開する」と
書かれている場合

〇

手札にある同じツールの木星と土星のカードを他のプレイ
ヤーに見せ、その後手札に戻します。

カードを１枚ずつ反時計回りの順番で場に出していきます。１
巡目はメイン調 査 団からカードを出していきます。全てのプ
レイヤーがカードを出し終えた後、その中で最も強いカード
を提示したプレイヤーが勝利となります。勝利したプレイヤー
は、場に出たカードをすべて手に入れ、自分の横に伏せて置
いておきます。
以降は調査で勝 利したプレイヤーからカードを出していきま
す。全員の手札が全て無くなるまでこれを繰り返します。

02 探査フェーズ

各調査団は、調査する惑星とそれに用いるツールを示します。
最も優先度が高い調査を実行した調査団は情報を独占すること
ができます。事態は一刻を争うため、各調査団は可能であれば
常により優先度の高い調査を行わなければなりません。
その年によって推奨される調査の手段＝メインツールが異な
り、メインツールを用いた調査の優先度は高くなります。
また、各惑星は、ウルティアから遠いほど未知の部分が多いた
め、調査の優先度はウルティアからの距離に比例します。

メイン調 査 団は自身が 宣言した探 査 計 画の成 功を、サブ 調
査団はメイン調 査団が 宣言した探 査 計画の妨害を目的に探
査を進めましょう。

【 調査の進め方 】

探査機 宇宙船 望遠鏡 アンテナ

３ その後、反時計回りに 2 の手順を繰り返します。

４ ３回連続でパスが宣言された時点で、最も難易度の高い
探査計画の宣言をしていた調査団の探査計画が採用され
ます。計画が 採用された調査団がメイン調査団、残り２
つの調査団がサブ調査団となります。
メイン調査団になったプレイヤーは、メイン調査団バッジ
を自分の手元に置きます。

１ 親となったプレイヤーは一番最初に、探査計画の宣言をし
なければいけません。探査計画の宣言をする際は、以下の
手順を踏む必要があります。

【 探査計画の宣言 とは 】
①　探査計画一覧から計画を選ぶ
②　手札から不要なカードを２枚選び、
　　捨て札として場に伏せる

探査計画の宣言を行ったら、手番を反時計回りに次のプレ
イヤーに移します。

２ 次のプレイヤーは新たに探査計画の宣言をするか、パスを
するか選択することが出来ます。新たに探査計画の宣言を
する場合、場にある捨て札を手札に加え、探査計画の宣言
を行います。このとき、前のプレイヤーよりも難易度の高
い探査計画しか選択することができません。探査計画は、
探査計画は一覧の下にいくほど難易度が高くなります。

最も難しい探査計画を宣言した調査団はメイン調査団、他２
つはサブ調査団となります。メイン調査団は計画の成功を目
指し、サブ調査団は手を組んでメイン調査団を妨害しましょう。

01 探査計画宣言フェーズ

GAME PROCESS

太陽と水星の間に密かに存在する惑星「ウルティア」。こ
の惑星に住む、高度な文明を持つウルティアンたちは、ウ
ルティーヌⅢ世の統治のもとで平和に暮らしていた。
ある日、彼らは太陽活動の異変に気付き、他の惑星への移
住を決意する。ウルティーヌⅢ世は、３人の息子たちにこ
う言った。

『お前たちは協力して、我々の移住すべき惑星を見つけな
さい。探査に最も貢献した者を、私の後継者とする』
王の望みとは裏腹に、王子たちは他の兄弟を出し抜こうと
企む。惑星をめぐる情報戦がいま始まる＿＿＿。

このゲームは３人で遊ぶトリックテイキングゲームです。マストフォ
ロールールが適用され、ターンごとに切り札スートが変わります。

プレイヤーは王子として、それぞれの調査団の指揮を執り、移住可
能な太陽系惑星の探査に挑みます。各調査団は探査を成功させ、ウ
ルティアン存続の危機を救いましょう。

STORY

COMPONENT

sUMMARY

カード メイン調査団バッヂ

調査団マーカー

本説明書

探査計画一覧探査計画一覧

32枚

3個

1枚

1枚

1枚

メイン調査団バッヂ
メイン調査団バッジ

カードは３２枚すべて使用します。ゲームを始める前にカードはよ
くシャッフルしておきます。
現在、太陽に一 番近い人が 親となります。親が１２枚、その他の
プレイヤーが１０枚になるようにカードを配ります。
一人ひとつ好きな 調 査 団マーカーを選 び、探 査 計 画 一 覧 左 部、
探査進行度メーターの『 0% 』と描かれた円の中に置きます。

Before  you  start

playerstime

30min

Xuhs scobog



ULTI

ULTIA は、ハンガリーで最もポピュラーなトリックテイ
キングゲーム「 Ult i（ウルティ） 」をもとに製作しました。

日本ではあまり馴染みのない Ult i は、トランプの４種のスー
ト（♥・♣・♠・♦のマークのこと）のそれぞれ ７~ K に A を
加えた８枚、計32 枚のカードを使用します。
その大きな特徴は、「ビッド（ ULTIA では探査計画を宣言
する行為に相当）」 のシステムです。ビッドを行うごとに
手札を入れ替えるので、局面が次々に変わっていきます。
自分が要らないと思って捨てたカードが、相手を有利にす
るカードである可能性もあるということです。
多くのトリックテイキングゲームの原則である「マストフォ
ロー」ルールが適用されています。相手のカードを、順番
を考えながら戦略的に引き出していくことが鍵となります。

ULTIA は Ult i の入門編となるようにゲームシステムを調
整して製作しました。ULTIA が気に入った方は、是非
Ult i も遊んでみてください！

Q2.

FAQ

『 太陽に最も近い人 』とは…？

A2. ウルティアは太陽から非常に近い距離にある惑星です。
南側に居る人、背が一番高い人、なんか太陽っぽい人…等、
自由に解釈してください。

Q3. 『 グッド・プラネッツ 』ってどういう意味ですか？

A3. 「グッド・ジュピター」に由来しています。
木星や土星のように、惑星系内部の惑星を保護している巨
大ガス惑星のことです。
地球に暮らす我々人類だけでなくウルティアンたちも、この
２つの惑星に守られていることをよく知っており、敬意を込
めて「グッド・プラネッツ」と呼んでいます。

Q1. 「オーバーワーク」の計算が複雑です…

A1.

01 ～ 03 フェーズで 1 年 とし、これを何年か繰り返し、探査を
進めます。最初に進行度が 100％を超えたプレイヤーの勝利です！

場の１枚目のカードと同じツールのカードを持っている

場の１枚目のカードと同じツールであり、
数字の大きいカードを出す

メインツールのカードを持っている

場の１枚目のカードと同じツールのカードを出す

好きなカードを出す

メインツールのカードを出す

YES

YES

NO

手札にない

場にカードがある

YES NO

NO

メインツールであり、
場のメインツールのカードより

数字の大きいカードを出す

手札にない

カードを出す時の手順の詳細は以下になります。

１人目のプレイヤーは手札から好きなカードを出せます。
２人目以降のプレイヤーは、基本的に既に場に出ているカード
よりも強いカードを出さなくてはなりません。
ただし、場に出た１枚目のカードと同じツール のカードを持っ
ていれば、そのカードを出さなくてはなりません。

【 カードの出し方 】

6 7 4 4 5

6 7 4 5 5

メインツール： 宇宙船

１枚目 ２枚目 ３人目の手札

【 カードの出し方の判断が難しい例 】

3 6 7

WIN!

メインツール： 宇宙船

【 勝敗の判断が難しい例 】

【 オーバーワーク 】
サブ 調 査 団は１巡目にカードを出す際に、メイン調 査 団は２
巡目にカードを出す際に「オーバーワーク」を宣言できます。
オーバーワークが 宣 言された年は、探 査 計 画 一覧の【進 行
度％】の数値が下記のように変化します。

進行度  ×  2^n  =  オーバーワーク宣言時の進行度
（ n = オーバーワークを宣言したプレイヤー数 ）

オーバーワークの効果は全プレイヤーに適用されます。

例：探査計画〈プラン 4［進行度【10％】］〉
プレイヤー３人が「オーバーワーク」を宣言した場合

10  ×  2^3  =  80
メイン調査団が勝利した場合は【80％】、サブ調査団が勝
利した場合はそれぞれ【40％】調査団マーカーを進めます。

03 報告フェーズ

ウルティーヌⅢ世に調査結果を報告します。探査計画内容とそ
の成功の可否に応じて、各調査団の進行度が変化します。

探査計画が成功していた場合、メイン調査団は探査計画一覧に
記載されている進行度だけ調査団マーカーを進めます。失敗し
ていた場合、サブ調査団はそれぞれ記載されている進行度の半
分だけ調査団マーカーを進めます。

ただし、探査計画において宣言されたメインツールのカード
は、他のツールのどのカードにも勝ります。
また、１枚目のカードと同じツールのカードは、メインツール
を除いた他のツールの、どのカードにも勝ります。

カードの強さは以下のようになります。

弱 強
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